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同社は1988年設立。クルマのコー
ティングの黎明期から高級外車の正
規ディーラー専属で事業を展開し、技
術とノウハウを35年以上蓄積してい
る。2021年に二代目の渡辺拓也社
長に事業承継したのを機に、一般個人

向けサービスに転向。ブティックのよう
な美しいデザインの直営店をオープン
した。「コーティングの仕上がりは下
地処理で決まります。海上輸送された
欧州車は特に前処理が重要で、新車
でも下地処理だけで丸一日以上の時

間をかけます」（渡辺社長）という高品
質なサービスが評価され、高級車オー
ナーの口コミで顧客が広がっている。

サービスは、コーティング処理だけで
も最新のセラミックコーティングなど数
ブランドを用意する。

このほか、透明なフィルムを貼って
ボディを飛び石から守る「プロテクショ
ンフィルム」、欧州車に多い窓枠めっ
き部分の白濁を防ぐ「モールプロテク
ション」などのメニューもそろえる。料
金はセラミックコーティングで20万円
から。
■洗車コーティング第2店舗も
今年4月には横浜市西区に洗車コー

ティングを行う第2店舗「PRIME（プラ
イム）横浜」を開設、客層を広げた。

また、他のコーティング事業者向け
の技術講習会やコーティング剤などの

資材販売といったBtoB事業にも乗り
出している。

一方、関連事業として貿易や商品
開発も手掛け、本業に関連する情報
収集の中で、発掘した商品を輸入販
売。ポーランド製の膜厚測定装置は、
センサー部がボディ金属部からの反
射で膜の厚さを測り、スマートフォン

（iPhone）のアプリと連動して計測
結果を表示・管理する。1台2万円で、
この2年間で数百台の販売実績があ
るという。

同社は駅の構内で使用される電話
機や指令電話システムを手掛けるほ
か、高速道路で見かける非常電話の開
発・製造などの通信事業も展開する。

特に鉄道の指令電話と高速道路ETC
レーンのインターホンではトップシェア
を誇る。現在、青森県八戸市に2工場
あり、大阪と札幌に営業拠点を持って

いる。
川崎の新本社は、JR線・川崎駅近く

のオフィスビル5階。ここに営業部と技
術部、総務部の25人を集約した。本社
移転を機に就業規則を見直し、これま
での電子タッチによるウェブ勤怠管理
を撤廃。人事考課制度を成果型にする

とともに「自由度を高めた就業規則にし
た」（酒井元晴社長）という。

今では営業のみならず、経理や技術
部門でもテレワークが浸透。中には週
3回、在宅勤務する経理担当や、自宅か
らクラウドシステム経由でCAD図面を
描く技術社員もいるという。勤務時間も
フレキシブルにし、午前6時台から出勤
可能で、トータル8時間勤務すれば退勤
できるようにした。

■「非常電話機遠隔監視システム」
一方、同社は高速道路に設置されて

いる非常電話の新型機を開発した。
数多く設置された非常電話は、定期

点検が義務付けられているが人手不
足の問題に直面している。

新型の「非常電話機遠隔監視シス
テム」が搭載された非常電話機は、電
話機の点検を遠隔で指示し、無人で作
動する。

具体的には、遠隔指示により受話器
を自動で上げて、中央のセンターに向
けて自動でボタンを押して発信。音声
なども確かめる。業界の人手不足によ
り今後は新型への切り替えが進むとみ
ており、現段階でも7000台ほどの市場
が見込めるという。

キャラット横浜（横浜市保土ヶ谷区保土ヶ谷町、☎︎045・315・4880）は、高級車の
ボディにコーティングやプロテクションフィルムを施す「カーディテイリング」の草分け
的存在だ。3年前にオープンした直営店「4C Detail（フォーシー ディテイル）」には、
アウディやBMW、ポルシェ、フェラーリなどの欧州車ユーザーが通う。

旭光通信システム（☎︎044・576・7281）は、本社を川崎市高津区久本から
同市川崎区南町に移転し、本格稼働させた。移転を機に働き方改革を進め、営業
や総務を問わず、本格的にテレワークも導入。原則週2回まで可能とするほか、
それ以上も許可があれば在宅勤務ができる。また、1日のトータルで8時間勤務
になれば、好きな時間に出・退勤できるようにもした。働き方改革を進めることで
社員の定着率向上にもつなげていく。
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避難生活でも睡眠の質が確保できます
─。SANNAI（サンナイ、東京都稲城市東
長沼）が、災害用エアーマット「クイックナッ
プ」を展開している。同製品は、災害時の避
難場所で横になれる空気マット。畳１畳分に

フィットする省スペース設計ながらも、保温
性とクッション性を兼ね備えたのが特徴だ。

長期間の使用でも形状が保たれるため、
避難生活で重要な「睡眠の質」が確保でき
るという。また、オリジナル構造で独立弁を
採用していることから、たとえ一部が損傷し
ても機能を損なうことなく、安心して使える
という。「避難所生活での健康を守るため
に必要な製品です」と、今村祐也社長は胸
を張る。

すでに「川崎ものづくりブランド」に認定
されているほか、自治体が防災備蓄品とし

て採用、市内企業約100社でも従業員向け
防災グッズとして導入されている。

今後は防災用品としての認知度向上を図
りつつ、日常で使いながら備える“フェーズ
フリー”の製品として、アウトドアなどへの用
途開拓も視野に入れるという。
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ポストコロナ時代

横浜市中区桜木町1丁目101番地1 
クロスゲート7階

海外の豊富な
ネットワークを活かし
ものづくりマッチングを
サポート
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販路開拓、業務委託、調達などの相談に乗ります

今回は「直葬」について説明します。
一度は耳にしたことがある言葉かと思い
ます。日本の冠婚葬祭文化は長い歴史
の中で地域ごとに異なる風習や形式を

発展させてきました。特
に葬儀は、地域の伝統
や生活習慣が色濃く
反映されるため、それ

ぞれの土地で独自の儀
式が行われてきました。こう

した背景から、葬儀の流れや作法が地域
によって異なるのは、地域の文化に根ざ
したものだと言えます。

「直葬」とは、主に宗教的な儀式やお
別れ会のような告別式などを行わない、
火葬のみの別名です。通夜・葬儀、告別
式を省略し、シンプルな見送り方として分
かりやすく名付けられたのが広く知られる
ようになりました。

時代の変化に伴い、生活スタイルや価
値観、火葬場の事情も変わり、葬儀の形
式も多様化しています。十数年前だと、

亡くなった翌日には通夜、そして葬儀と、
遺族が悲しむ時間がない位に目まぐるし
く葬儀が行われていた時代もありました
が、近年首都圏では死亡者数の増加に
伴い、火葬場の受け入れ数が足りず、通
夜・葬儀が1週間後となる場合も増えまし
た。

そして、コロナ禍の影響もあり、葬儀が
より故人の考え方や家族の状況に応じ

た形で行われ、家族葬や一日葬、直葬
（火葬）といった新しい形式も増えていま
す。

いつの時代もご葬儀は人生の大切な
節目であり、葬儀社は故人と故人をつな
ぐ多様なニーズに耳を傾けながら、遺族
の不安が解消できるよう、柔軟な対応を
する姿勢が大切だと思っています。　

　  （fami友葬・清水ふじ代）
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